
同
志
社
田
辺
校
地
と
そ
の
周
辺
の
遺
跡

埴
輪
を
出
土
し
た
田
辺
町
内
の
古
墳

は
じ
め
に

伺
志
社
の
田
辺
校
地
内
に
は
、
横
穴
式
石
室
を

も
つ
古
墳
時
代
後
期
の
下
司
古
墳
群
が
、
旧
地
形

の
ま
ま
観
察
で
き
る
よ
う
に
保
存
さ
れ
て
ぃ
る
が

墳
丘
上
か
ら
は
埴
輪
の
出
士
は
な
い
。

埴
輪
を
出
土
す
る
古
墳
は
、
年
代
的
に
限
定
さ

れ
る
ば
か
り
か
、
全
国
的
に
み
る
と
種
類
や
製
作

技
法
に
、
か
な
り
の
地
域
差
が
指
摘
さ
れ
る
こ
と

が
あ
る
。
そ
れ
で
は
、
山
城
地
方
の
一
角
を
占
め

る
田
辺
町
内
で
は
ど
う
か
。

一
、
興
戸
2
号
墳
と
大
住
南
塚
古
墳

田
辺
町
内
の
発
掘
調
査
で
、
初
め
て
埴
輪
が
検

出
さ
れ
た
の
は
、
興
戸
の
古
墳
で
あ
り
一
九
四
三

年
四
月
の
こ
と
で
あ
る
。

同
志
社
中
学
を
率
業
後
、
京
都
大
学
の
考
古
学

研
究
室
を
大
き
く
支
え
ら
れ
た
故
梅
原
末
治
博
士

ら
に
ょ
る
古
式
古
墳
の
調
査
を
目
的
と
し
た
発
掘

調
査
時
で
あ
る
。
博
士
の
報
告
に
ょ
る
と
、
円
筒

埴
輪
と
家
形
埴
輪
が
出
土
し
て
い
る
。
報
告
害
の

中
で
、
博
士
は
大
正
六
年
三
月
九
日
付
の
大
阪
朝

日
新
聞
の
古
墳
盗
掘
の
記
事
に
触
れ
、

大
正
三
年
八
月
頃
、
京
都
府
綴
喜
郡
田
邊
町
大

字
興
戸
字
山
添
山
林
の
古
墳
。
発
掘
者
小
川
辰

吉
、
田
中
廣
吉
、
中
村
飽
吉
、
西
田
音
次
郎
四

名
、
古
鏡
二
面
外
に
管
玉
、
狐
鍬
石
、
石
釧
、

車
輪
石
等
数
十
勳
領
得
。
森
本
正
太
郎
へ
三
十

圓
に
て
売
却
。

と
引
用
し
、
森
本
氏
か
ら
押
収
し
た
多
数
の
石

鈴
木
重
治

製
品
や
、
買
戻
し
た
内
行
花
文
鏡
な
ど
に
つ
ぃ
て

解
説
し
て
い
て
、
遺
物
群
か
ら
は
、
四
世
紀
末
ま

で
の
年
代
が
与
え
ら
れ
て
い
る
。
現
在
興
戸
2

号
墳
と
呼
ば
れ
る
小
型
の
前
方
後
円
墳
で
あ
る
。

出
士
の
遺
物
は
、
埴
輪
を
含
め
て
京
都
大
学
で
保

管
さ
れ
て
い
る
。

な
お
、
こ
の
古
墳
の
所
在
地
は
、
同
志
社
校
地

と
田
辺
町
役
場
の
ほ
ぽ
中
問
地
点
の
丘
陵
上
に
あ

つ
て
、
酒
屋
神
社
脇
の
山
道
を
北
方
に
と
れ
ば
、

「
興
戸
古
墳
群
」
の
標
柱
に
誰
れ
し
も
気
づ
く
は
ず

で
あ
る
。方

、
町
内
の
最
近
の
埴
輪
の
出
士
例
は
大

住
南
塚
古
墳
か
ら
検
出
し
た
一
群
の
埴
輪
で
あ

り
、
九
八
六
年
か
ら
八
七
年
に
か
け
て
お
こ
な

わ
れ
た
遺
跡
の
範
囲
確
認
調
査
時
の
資
料
で
あ

る
。
家
形
埴
輪
と
円
筒
埴
輪
が
出
士
し
、
中
に
朝

顔
形
の
円
筒
も
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
調
査
時
の

最
大
の
収
獲
は
、
墳
形
が
従
来
考
え
ら
れ
て
ぃ
た

前
方
後
円
墳
で
な
く
、
前
方
後
方
墳
で
あ
る
こ
と

を
需
し
た
こ
と
と
、
埴
輪
の
観
察
か
ら
、
木
津

川
の
ほ
と
り
に
あ
る
飯
岡
車
塚
と
同
様
に
四
世
紀

後
半
ま
で
さ
か
の
ぽ
り
得
る
古
墳
で
あ
る
こ
と
が

う
か
が
え
た
点
で
あ
る
。
そ
の
規
模
は
、
全
長
n

⑥



m
、
後
方
部
の
一
辺
即
m
、
く
び
れ
部
の
幅
即
m
、

前
方
部
前
面
の
幅
即
m
が
確
認
さ
れ
て
い
る
0
 
大

住
地
区
の
盟
主
墳
で
も
あ
る
。

こ
の
大
住
南
塚
古
墳
の
位
楓
は
、
田
辺
町
内
の

オ
部
に
寄
っ
て
い
て
、
大
住
小
学
校
や
月
読
神
社

に
も
近
く
、
見
晴
し
の
よ
い
小
高
い
森
を
作
り
な

が
ら
、
府
道
の
脇
に
前
方
後
円
墳
の
チ
コ
ン
ジ
山

西
墳
と
並
ん
で
い
て
、
初
め
て
の
見
学
者
で
も
わ

か
り
易
い
位
置
に
あ
る
。

一
一
、
薪
の
堀
切
7
号
墳

す
で
に
触
れ
た
2
基
の
古
墳
の
ほ
か
、
田
辺
町

内
か
ら
は
表
に
示
し
た
古
墳
か
ら
、
鳥
形
埴
輪

馬
形
埴
輪
人
物
埴
輪
な
ど
が
検
出
さ
れ
て
い
る
0

こ
れ
ら
の
う
ち
、
特
に
注
目
し
て
ょ
い
の
が
、
薪

の
堀
切
古
墳
群
で
あ
る
。

一
休
寺
か
ら
道
を
西
に
と
っ
て
、
薪
神
社
の
境

内
に
入
る
と
、
ま
ば
ら
な
雑
木
林
の
奥
に
竹
薮
が

見
え
る
。
甘
奈
備
山
へ
と
続
く
こ
の
竹
薮
の
中
の

山
路
を
進
む
と
、
ほ
ど
な
く
堀
切
古
墳
群
の
分
布

域
に
達
す
る
。
発
掘
さ
れ
た
古
墳
群
の
う
ち
、
と

り
わ
け
て
注
目
さ
れ
る
の
が
7
号
墳
で
あ
る
0
 
丘

陵
上
の
尾
根
筋
に
並
ん
で
い
た
小
円
墳
の
う
ち
、

も
っ
と
も
高
所
に
位
値
し
て
い
た
古
墳
で
、
空
濠

の
中
か
ら
転
倒
し
た
状
態
で
、
多
く
の
埴
輪
が
出

土
し
た
調
査
中
、
直
弧
文
で
顔
面
を
飾
ら
れ
た

人
物
埴
輪
の
頭
部
が
、
空
濠
の
底
に
転
が
っ
て
い

る
の
を
見
た
と
ミ
す
ぐ
さ
ま
奈
良
県
下
や
和
歌

山
県
下
で
出
士
し
て
い
た
入
墨
埴
輪
の
顔
が
頭
の

中
を
走
っ
た
こ
と
を
憶
え
て
い
る
。
調
査
後
復
元

さ
れ
た
こ
の
埴
輪
は
、
「
日
本
列
島
発
掘
展
L
に
出

品
さ
れ
て
、
全
国
各
地
の
会
場
を
廻
っ
た
だ
け
に
、

町
内
出
士
の
埴
輪
の
う
ち
も
っ
と
も
よ
く
知
ら
れ

る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
0

顔
面
の
中
央
の
鼻
か
ら
両
頬
に
か
け
て
、
獎
状

に
拡
が
っ
て
刻
ま
れ
て
い
る
文
様
と
、
ヘ
ヤ
ー
ぐ

ン
ド
状
に
頭
部
を
め
ぐ
る
幅
広
の
飾
り
の
、
左
側

頭
部
の
文
様
と
が
共
通
し
て
い
る
。
直
線
と
弧
状

曲
線
文
を
組
み
合
せ
た
い
わ
ゆ
る
直
弧
文
で
あ

る
。
し
か
も
素
地
が
士
師
質
で
な
く
、
灰
褐
色
に

黒
味
を
お
び
た
須
恵
質
と
い
う
点
で
も
特
徴
的
で

あ
る
出
士
の
須
恵
器
に
よ
っ
て
、
六
世
紀
前
半

の
年
代
が
与
え
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
現
在
知

ら
れ
て
い
る
町
内
出
士
の
埴
輪
の
う
ち
、
も
っ
と

も
新
し
い
時
代
の
埴
輪
と
い
う
こ
と
に
な
る
0

な
お
、
南
山
城
地
域
の
埴
輪
を
製
作
技
法
の
点

か
ら
み
る
と
、
特
徴
の
一
っ
と
し
て
「
内
面
削
り
し

の
技
法
が
指
摘
さ
れ
る
こ
と
は
注
目
し
て
ょ
い
0

同
恕
社
火
学
杖
地
学
術
調
佐
委
員
会
調
査
妥
)

埴輪を出土した田辺町内の古

古墳名埴輪の種類

飯岡車塚古墳円筒

興戸 2 号壊家形,円筒

大住南塚古墳家形,円筒,朝顔

岡村古墳円筒(末硴認)

郷士塚古墳家形,,1鳥形

天理山古填円筒

人物,馬形

家形,円筒
堀切7号墳

時期

Ⅱ1」1剖

剛期

月1」1明

中期

後期

後期

後期

＼

堀切古墳群出士の埴輪




